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将来推計人口

国立社会保障・人口問題研究所　「日本の市区町村別将来推計人口」（平成20年12月）　により作成
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区市町村別人口増減の推計（2005年～2035年）
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老年人口比率の推移と将来推計
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地域別老年人口比率の将来推計
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老年人口の将来推計
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後期老年人口比率の将来推計
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後期老年人口の将来推計
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区市町村別老年単身世帯数の将来推計
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合計特殊出生率の推移
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区市町村別合計特殊出生率
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区市町村別要介護認定者数
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厚生労働省「平成19年度介護保険事業状況報告」（平成21年６月）及び横浜市「大都市比較統計年表（平成19年）」（平成21年６月）より作成
注１：「要支援」には要支援１及び要支援２を含む。
注２：経過的要介護は要介護１に含む。
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大都市比較（要介護認定者数）
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厚生労働省「平成19年度介護保険事業状況報告」（平成21年６月）及び横浜市「大都市比較統計年表（平成19年）」（平成21年６月）より作成
注１：「要支援」には要支援１及び要支援２を含む。
注２：経過的要介護は要介護１に含む。
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生活保護率（人口千対）の推移
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厚生労働省　「福祉行政報告例」、　東京都福祉保健局　「福祉・衛生統計年報」　により作成
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区市町村別生活保護率（人口千対）
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‰
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待機児童数の推移
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注：各年4月1日現在
厚生労働省　「保育所の状況等について」　により作成
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区市町村別待機児童数
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厚生労働省、東京都福祉保健局　「保育所の状況等について」　により作成

人 1,290
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女性の年齢階級別有業率
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総務省　「平成19年就業構造基本調査」　により作成

％
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東京都における二次保健医療圏

18



東京都の医療を巡る状況

療養病床及び一般病床 都内の医療施設に従事する小児科・産婦人科医師数

※既存病床数は平成19年４月１日現在

精神病床・結核病床・感染症病床

※既存病床数は平成19年４月１日現在

二次保健医療圏 基準病床数 既存病床数

区 中 央 部 6,208 14,394

区 南 部 7,930 7,791

区 西 南 部 9,733 9,543

区 西 部 10,556 10,556

区 西 北 部 13,865 13,626

区 東 北 部 9,152 9,015

区 東 部 8,042 7,818

西 多 摩 3,083 4,185

南 多 摩 10,016 10,016

北 多 摩 西 部 4,227 4,223

北 多 摩 南 部 7,486 7,470

北 多 摩 北 部 5,250 5,741

島 し ょ 196 55

計 95,744 104,433

区分 基準病床数 既存病床数

精 神 病 床 22,810 25320

結 核 病 床 739 856

感 染 症 病 床 130 104

東京都福祉保健局「東京都保健医療計画」（平成20年３月改定）より作成
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都民の意識・受療行動

東京都福祉保健局「東京都保健医療計画」（平成20年３月改定）より作成

※有訴者率とは、病気やけが等で自覚症状のある者の人口千人に対する割合をいう
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区市町村別昼夜間人口比率
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総務省　「平成17年国勢調査」、　東京都総務局　「東京都の昼間人口　平成17年」（平成20年3月）　 により作成

2,047
660

489

％

21



自区市町村内通勤・通学の割合
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「国勢調査」（平成17年）より作成
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区市町村別着工住宅数
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「東京都統計年鑑」（平成19年）より作成
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大都市比較（着工住宅数）
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国土交通省「建築着工統計調査」（平成19年）より作成
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区市町村別産業大分類別事業所数
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総務省統計局「事業所・企業統計調査」（平成18年）より作成
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区市町村別産業大分類別従業員数
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完全失業率の推移
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区市町村別製造品出荷額等
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経済産業省「工業統計調査」（平成19年）より作成
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区市町村別商品販売額
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経済産業省「商業統計」（平成19年）より作成
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Mastercard "Worldwide Centers of Commerce Index 2008"

ランク 都市名 スコア
1 ロンドン 79.17
2 ニューヨーク 72.77
3 東京 66.6
4 シンガポール 66.16
5 シカゴ 65.24
6 香港 63.94
7 パリ 63.87
8 フランクフルト 62.34
9 ソウル 61.83
10 アムステルダム 60.06

出典：MasterCard"Worldwide Centers of Commerce Index 2008"

図２　世界のビジネス都市度上位１０都市（総合評価）

（１）概要
　世界の主要７５都市がグローバル経済の推進に果たす重要な役割について、それぞれが持つ強みや課題も含め複数の評価機軸に基づいて包括
的に比較し、ランク付けしたもの。
（２）評価の方法
　世界の商取引の中心都市が持つ機能上の重要な特徴を網羅する７つの機軸とそれを構成する４３の指標、７４の準指標によって評価を行う。

図３　上位３都市の機軸別ランキング

出典：MasterCard"Worldwide Centers of Commerce Index 2008"

出典：MasterCard"Worldwide Centers of Commerce Index 2008"
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